
 

 

 

 

国境なき医師団（MSF）日本  

プロジェクト・コーディネーター（国境なき医師団日本元会長） 

井田 覚（いだ・さとる） 

 

2005 年より MSF の医療援助活動に参加。アフガニスタン（紛争）、東ヨーロッパ（難

民）、イラク（紛争）、パレスチナ・ガザ地区（紛争）、イエメン（紛争）、スーダン（伝

染病の流行）、リベリア、シエラレオネ（エボラ出血熱）、パキスタン（地震災害）、東

北（津波災害）、ミャンマー（サイクロン・氾濫災害）、コンゴ民主共和国（紛争・伝染

病の流行）、ハイチ（地震災害）などに派遣され、現在コーディネーターとしてマネジ

メント職を担う。2008年から 2010年まで国境なき医師団日本会長、国境なき医師団

フランスの理事と、国境なき医師団インターナショナルの理事を努める。 

 

 


